
学校生活の新しい行動様式 大田原市立野崎中学校

みんなが安心して安全に学校生活を送るために、もう一度行動様式を確認しましょう。

「自分のために」「周りの人のために」どうすべきかを考えながら行動します。

〇は、生徒の行動様式です。 ※は、学校・教師が行う対策です。

密集対策 密接対策 密閉対策

登 登 〇当分の間、体操着登校となります。（洗濯しやすい服装とするため）
下
校 校 ○検温と体調確認をして登校し ○飛沫を避けるため、友達との距離と位

ます。 置に注意します。
○マスクの着用が基本ですが、 ○自転車運転中も車間距離に注意しま
熱中症予防のため外して登校す す。
ることもできます。 ○マスクを外した時には、友達と２ｍ以
○熱中症予防のための水筒等を 上離れます。
持参します。

駐 【自転車置き場】
輪 〇友達との距離に注意し、順番 ○マスクを外している人は、自転車置き
場 を待ち密集を避けます。 場に着いたらマスクを着用します。

【昇降口】 【教室】
昇 〇昇降口へ入る前に、手指を消毒します。 ○教室で検温をします。激しく動いた後や汗をかいて
降 〇昇降口・靴箱の場所は、当分の間、指定さ いる時には、拭き取り落ち着いてから検温をします。
口 れた名前シートのある靴箱を使用します。 ※非接触型体温計で37.0℃以上の場合は、保健室に移

〇順番を待ち、１～２ｍの距離を確保します。動させ経過観察を行います。

【教室の環境】 【授業】 【教室の環境】
授 授 ※教室の机配置は、１ｍ以上の 〇マスク着用が基本となります。熱中症 〇窓やドアを開放し、
業 業 間隔を確保します。確保が困難 予防としてマスクを外す時は、話しをし 積極的に換気をします。
・ 等 な場合は、広い特別教室等を利 ません。また、咳エチケットを守ります。 ○授業内容にかかわら
休 用します。 ○人と接する時には，距離に注意し適度 ず、授業が終了したら
み 〇前向きで授業を受け、使用の な声の大きさでで話し対面を避けます。 必ず石けんで手を洗い
時 机とイスは指定となります。 ※話し合い活動等を段階的に行います ます。（消毒に代える）
間 が、必ず適切な感染対策を説明します。 ※熱中症予防を含め、

※教師はマスクを着用し、生徒との距離 気温を管理しながら換
と位置を注意しながら飛沫を防止しま 気に努めます。
す。

〇水筒等は各自が自席で保管し、熱中症予防のため授業中も必要に応じて水分を補給します。休み
時間も前を向いて自席で飲用します。水筒等は衛生的に保管します。

【特別教室の環境】 【特別教室への移動・授業】 【体育の授業】
※理科室や技術・家庭科室等は、 〇友達と対面での会話を避け ※運動時の距離を十分に確保した
席を空け対面使用を避けた配置 距離や位置に注意します。 上で熱中症予防のために、マスク
にします。 ○授業後必ず石けんで手洗いを行います。 を外して安全に行います。

【休み時間】 【休み時間】 【休み時間】
休 〇密集を避け、可能な限り自席 〇密接とならないよう、声の大きさや距 〇換気を意識し、環境
み で過ごします。 離・位置を注意します。場合により、廊 の管理をします。
時 【トイレ】 下等に出て話をします。 ※換気を行い、生徒の
間 〇密集を避け、便器の数だけの ○毎時間必ず石けんで手洗いを行います。 手洗いを確認します。
・ 入室にし、順番は廊下で距離を 【トイレ】 【トイレ】
ト 保ちながら待ちます。 〇密接とならないように待ちます。 ※窓を開け換気を行い
イ ※目印となるテープを廊下に貼 〇必ず石けんで手洗いを行います。 ます。
レ ります。



密集対策 密接対策 密閉対策

給 配 【給食当番】
※教師が非接触型体温計で体温測定と健康観察をします。

食 膳 〇マスクをかけたままで健康観察を受け、石けんで手洗い後、白衣・ビニール手袋を着用し食缶等
・ を取りに行きます。
歯 〇給食室でも密集・密接を避け、話しをせずに距離を保ちます。
磨 ※職員は、給食室での密集・密接を避けるため、指導支援を行います。また、距離を保つため、床
き に目印をつけます。

【給食当番以外の生徒】
※担任と係が、配膳台・生徒用机を消毒します。（方法は別紙参照）
〇石けんで手洗い・消毒をして、自席で待ちます。飛沫を避けるため、話をせずに前向きで着席し、
手は清潔を保ちます。感染リスクを考え、給食が終了し教室を出るまで、話をせずに過ごします。
〇配膳の準備ができたら、順番に距離を保ちながら、自分の給食を配膳台から取り自席に戻ります。

食 【給食の時間】
〇マスクは食べる直前まで着用します。合図があったら声には出さず「いただきます」をし、マス

事 クを外して食事をします。前向きで話をしないで食べ、飛沫リスクを防ぎます。
〇食事は、感染リスクが高い場面であることを理解し、感染防止のための行動を取ります。

片 【給食の片付け】
付 〇食べ終わったらマスクをします。食べている人への感染リスクを防ぐため、自席にて無言で待ち
け ます。合図があったら声には出さず「ごちそうさま」をし、順番に食器を片付けます。食器も感染

経路となる可能性がありますので、各自がカゴや食缶に戻します。距離・位置に注意します。
〇給食当番は、配膳に使用した手袋を着用し、給食室へ戻します。距離・位置に注意します。
※担任と係が、配膳台を消毒します。（方法は別紙参照）

歯 【食後の歯磨き】
磨 〇３年は２Ｆ、２年は３Ｆ、１年は食堂を使用して歯磨きをします。マスクを外しますので特に注
き 意が必要です。話をしないで距離と位置に注意し、密集・密接を避けます。

※水道は、１つおきの使用となるよう印を付けて制限します。待機の列も床に印を付けて距離を保
ちます。

【清掃・係・委員会】 【清掃・係・委員会】 【清掃・係・委員会】
特 清 ○密集は避け、無言で間隔を開 ※役割を分担し、複数での活動を避ける ※三密を避け、生徒の
別 掃 けて集合します。小さな声でも よう配慮します。 安全を最優先した活動
活 等 連絡内容がわかるように注意し ○無言で行い、密接を避ける行動を選び を行います。
動 て聞きます。 ます。（詳細は別紙を参照）

【活動】
部 ※活動場所、集合方法、活動方法を工夫し、三密を避けた方法で安全に活動します。生徒の安全を
活 最優先します。新型コロナ感染拡大防止と熱中症・光化学スモッグ・落雷対策等に万全を期します。
動 ※活動前には、検温・健康観察をし、体調の把握と家庭との連携を行います。

〇学習したことを使って、新型コロナ感染拡大防止のための行動を実践します。自分と友達のため
にどうすべきかを考え、選んで行動します。部活動は楽しい気持ちになるので、注意が必要です。
〇自分の体調を良く判断し管理をします。体調が悪いときには顧問に申し出ます。
〇下校も登校と同じように、距離や位置を注意し、密接を避けた行動をとります。

※石けんによる手洗いを励行し、手指の消毒はアルコール系の消毒剤を使用します。ノブ・蛇口、机、運動用具、
備品等は対象物に適した方法で消毒します。
〇※マスク・ティッシュ・ペーパータオル・ビニール手袋等は、ビニール袋に入れ、口を閉じて捨てます。
〇手指の除菌は石けんを使っての正しい手洗いを基本とします。タオルやハンカチは各自で用意します。


